
 令 和 ８ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  種

別 第二級アナログ通信 
 

注  意  事  項  
１  試験開始時刻          時  分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻   時  分   時 分   時 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 
 

科       目 
 問 題 番 号 ご と の 解 答 数  試 験 問 題 

 第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ Ｂ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５ ５ ５ ５ ― Ｂ － 7 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― Ｂ － 11 ～ 14 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 
(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０３Ｂ９２１１２３４              生年月日  平成３年４月５日 
              
 
 
 
 
 
 
 

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 
(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   
(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

   

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は  月  日  時以降の予定です。 

合否の検索は  月  日  時以降可能の予定です。 
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Ｂ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、 (ア) オームである。 (５点)

① ４ ② ５ ③ ６

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に２４ボルトの交流電圧を加えたとき、回路に流れ

る全電流は、 (イ) アンペアである。 (５点)

① ３ ② ４ ③ ５

図２

(３) 磁気回路において、磁束をΦ、起磁力をＦ、磁気抵抗をＲとすると、これらの間には、

Φ＝ (ウ) の関係がある。 (５点)

Ｆ Ｒ① ② ③ ＲＦ
Ｒ Ｆ

(４) 断面が円形の導線の長さを１６倍にしたとき、導線の抵抗値を変化させないようにするため

には、直径を (エ) 倍にすればよい。 (５点)

１① ② ４ ③ ８４

Ｒ＝８

ｂａ
Ω

Ω

＝６ＸＣ

ａ

ｂ

１ Ω２ Ω

３ Ω４ Ω ６ Ω

３ Ω
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 真性半導体に不純物が加わると、結晶中において (ア) 結合を行う電子に過不足が生じ

てキャリアが生成されることにより、導電率が増大する。 (４点)

① イオン ② 共 有 ③ 誘 導

(２) 図１に示す波形の入力電圧Ｖ を (イ) に示す回路に加えると、出力電圧Ｖ は、図２Ｉ Ｏ

に示すような波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、|Ｖ|＞|Ｅ|とする。

(４点)

図１ 図２

(３) トランジスタ回路の三つの接地方式のうち、入出力電流がほぼ等しくなるものは、 (ウ)

接地方式である。 (４点)

① ベース ② コレクタ ③ エミッタ

(４) 半導体メモリのうち、記憶内容の保持のために繰り返し再書き込みを行う必要のあるメモリ

は、 (エ) である。 (４点)

① ＲＯＭ ② ＤＲＡＭ ③ ＡＳＩＣ

(５) トランジスタ回路において、ベース電流が４０マイクロアンペア、コレクタ電流が２.７６

ミリアンペアのとき、エミッタ電流は (オ) ミリアンペアである。 (４点)

① ２.３６ ② ２.７２ ③ ２.８０

Ｖ

Ｖ

０ ｔ

Ｅ

－

ＩＶ

Ｅ－

ＶＯ

ｔ

Ｖ

Ｖ

０

Ｅ

Ｅ

－

－

③
 

ＶＩ

Ｒ

Ｅ

 

ＶＯ②
Ｒ

Ｅ

 

ＶＩ

 

ＶＯ①
Ｒ

Ｅ
Ｉ

 

Ｖ
 

ＶＯ ④
 

ＶＩ

Ｒ

Ｅ

 

ＶＯ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

斜線部分を示す論理式が(Ａ＋Ｃ)･Ｂ と表すことができるベン図は、 (ア) である。

(５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数 Ｘ 、Ｘ について、各桁それぞれに論理積を求め２進数で表記した後、１ ２

１０進数に変換すると、 (イ) になる。 (５点)

① ２９７ ② ３２９ ③ ６５８

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

Ｘ２ ＝ １１１００１０１１

２進数

Ｘ１ ＝ １０１１０１１０１
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(３) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及びｂと出力ｃ

との関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ａ･Ｂ

① １ ② Ａ･Ｂ＋Ｃ ③ Ａ＋Ｂ＋Ｃ

① ② ③ ④

入力ｂ

入力ａ
出力ｃＭ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線への入力電力が１５０ミリワット、その伝送損失が１キロメート

ル当たり１.５デシベル、増幅器の利得が５０デシベル、電力計の読みが１５ミリワットのとき、

電気通信回線の長さは、 (ア) キロメートルである。ただし、入出力各部のインピーダン

スは整合しているものとする。 (５点)

① ２０ ② ４０ ③ ６０

(２) 平衡対ケーブルを用いて構成された電気通信回線間の電磁結合による漏話は、心線間の相互

誘導作用により生ずるものであり、その大きさは、誘導回線の電流に (イ) 。 (５点)

① 反比例する ② 比例する ③ 関係しない

(３) 特性インピーダンスがＺ の通信線路に負荷インピーダンスＺ を接続する場合、 (ウ)０ １

のとき、接続点での入射電圧波は、逆位相で全反射される。 (５点)

０Ｚ① Ｚ ＝ Ｚ ② Ｚ ＝ ③ Ｚ ＝ ０１ ０ １ １２

(４) (エ) ミリワットの信号電力を絶対レベルで表すと、０ dＢm である。 (５点)

① １ ② １０ ③ １００

(ア)

電気通信回線

増幅器

発振器 電力計

kｍ

Ｗ



Ｂ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ信号の変調において、位相変調は、正弦搬送波の位相を入力信号の (ア) に応

じて変化させる変調方式である。 (４点)

① 周波数 ② 振 幅 ③ 波 長

(２) ユーザごとに割り当てられたタイムスロットを使用し、同一の伝送路を複数のユーザが時分

割して利用する多元接続方式は、 (イ) といわれる。 (４点)

① ＴＤＭＡ ② ＣＤＭＡ ③ ＦＤＭＡ

(３) デジタル伝送路などにおける伝送品質の評価尺度の一つに、測定時間中のある時間帯にビッ

トエラーが集中的に発生しているか否かを判断するための指標となる (ウ) がある。

(４点)

① ＢＥＲ ② ＭＯＳ ③ ％ＥＳ

(４) デジタルフィルタを用いてアナログ信号から特定の周波数帯域の信号を取り出す場合、フィ

ルタの精度を上げるためには、アナログ信号をデジタル信号に変換するときに、 (エ) 必

要がある。 (４点)

① リング変調器を通す ② サンプリング周波数を低くする

③ 量子化ステップの幅を小さくする

(５) 光ファイバ中における光の伝搬速度は伝搬モードや光の波長によって異なることから、受信

端での信号の到達時間に差が生ずる。この現象は (オ) といわれ、光ファイバ内を伝送さ

れる信号のパルス幅が広がる原因となる。 (４点)

① 散 乱 ② 分 散 ③ 干 渉
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 押しボタンダイヤル式電話機のＰＢ信号発振回路は、一般に、ＬＳＩを使用し、デジタル処

理によって二つの周波数を組み合わせてダイヤル信号を合成する (ア) 方式を採用してい

る。 (５点)

① マルチプルアクセス ② アナライザ ③ シンセサイザ

(２) 電気通信事業者の電話網に接続された状態にある端末機器相互間においてアナログ電話端末

からアナログ電話端末への着信応答の接続動作について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(５点)

Ａ 着信側電話機が応答すると、着信側電話機内部の回路が閉じて交流ループを形成すること

により、電気通信事業者の電話網設備は応答を検知する。

Ｂ 着信側電話機が応答すると、電気通信事業者の電話網設備は、着信側電話機に送出してい

た呼出信号を停止するとともに、発信側電話機に送出していた呼出音を停止する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＤＥＣＴ方式を参考にしたＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ１０１に準拠したデジタルコードレス電話

では、一般に、無線局の無線設備本体である親機やステッカーに、現品表示として (ウ)

の記号が表示されている。 (５点)

① １.９－Ｄ ② １.９－Ｐ ③ ２.４ＤＳ／ＯＦ４ ④ ２.４ＤＳ２

(４) グループ３(Ｇ３)ファクシミリの規格で、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.３４に準拠した最高通信速度

(エ) キロビット／秒のモデムを搭載するファクシミリは、一般に、スーパーＧ３ファク

シミリといわれる。 (５点)

① １４.４ ② ３３.６ ③ ６４.０

(５) 図に示す同期式変復調装置のブロック図において、 (オ) は、電気通信回線の伝送損失

に合わせて、送出電力を調整するためのものである。 (５点)

① 前置イコライザ ② 受信フィルタ ③ 減衰器 ④ 送信フィルタ

送信トランス

受信トランス

デ
 
タ
端
末
装
置

電
気
通
信
回
線 減衰器

送　信
フィルタ

Ｄ／Ａ
変換回路

自動利得
調整回路

Ａ／Ｄ
変換回路

キャリア
検出回路

スクラン
ブル回路

信
号
処
理
回
路

前置イコ
ライザ

受  信
フィルタ

デスクラン
ブル回路
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成は、ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＡ、ＴＥ１及び

ＴＥ２の機能群並びにＳ、Ｔ及びＲの参照点で構成される。参照点Ｓ及びＴが一致する場合、

この一致点はＳ／Ｔ点といわれ、これは機能群の (ア) が存在しない状態である。(５点)

① ＴＥ１ ② ＮＴ１ ③ ＮＴ２

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける回線交換モードでは、呼制御信号の伝送に

(イ) チャネルを用いる。 (５点)

① Ｈ ② Ｂ ③ Ｄ

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１について述べた次の記述のうち、誤って

いるものは、 (ウ) である。 (５点)

① ＮＴとＴＥ間のデータ伝送単位であるフレームは、各チャネルの情報ビット、制御

用ビットなどを合わせた４８ビットで構成されている。

② ＮＴからＴＥ及びＴＥからＮＴに伝送されるフレームの周期は、１２５マイクロ秒

である。

③ ＮＴとＴＥ間におけるデータ信号の伝送ビットレートは、上り下り方向とも１９２

キロビット／秒である。

(４) 図１は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＬＡＰＤのフレーム構成を示した

ものである。図中のＣフィールドは、 (エ) フィールドといわれ、最大２６０オクテット

で構成される。 (５点)

① 情 報 ② 制 御 ③ アドレス

フラグ Ａ Ｂ Ｃ フラグＦＣＳシーケンス フィールド フィールド フィールド シーケンス

図１

(５) 図２は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼におけるデータ転送から解放

完了までの一般的な呼制御シーケンスを示したものである。図中のＸは (オ) メッセージ

を示す。 (５点)

① 中 断 ② 切 断 ③ 呼設定

図２

発信端末 ＩＳＤＮ交換網 着信端末

データ転送
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本アクセスメタリック加入者線伝送方式において使用されるＤＳＵでは、一般に、

規格が (ア) のモジュラジャックをＵ点又はＬＩ点といわれる参照点に相当する端子とし

て用いている。 (５点)

① ＲＪ－１１ ② ＲＪ－４５ ③ ＲＪ－４８

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて使用されるＴＡには、一般に、アナログイ

ンタフェースを介して入力される音声信号を (イ) でＰＣＭ信号に変換する機能がある。

(５点)

① 変調回路 ② 加入者線終端回路 ③ 符号器

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて使用されるＴＡの独自機能のうち、外線通

話中に空いている (ウ) を利用し、第三者を呼び出して三者間で通話できる機能は、疑似

三者通話といわれる。 (５点)

① アナログ回線 ② Ｂチャネル ③ アナログポート

(４) インターネット上でサービスを提供しているコンピュータに対し、パケットを大量に送りつ

ける、セキュリティホールを悪用するなどによりサービスを妨害する攻撃は、一般に、

(エ) 攻撃といわれる。 (５点)

① ＤｏＳ ② ブルートフォース ③ ゼロデイ

(５) コンピュータからの情報漏洩を防止するための対策の一つで、ユーザが利用するコンピュー
えい

タには表示や入力などの必要最小限の処理をさせ、サーバ側でアプリケーションやデータファ

イルなどの資源を管理するシステムは、一般に、 (オ) システムといわれる。 (５点)

① 検疫ネットワーク ② リッチクライアント ③ シンクライアント
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号に規定されている電話・情報設

備のうち、転換器の図記号は、 (ア) である。 (５点)

① ② ③

(２) 図は２対カッド形ＰＶＣ屋内線の断面を示したものである。このＰＶＣ屋内線において、心

線ＡのＰＶＣ絶縁体の色が青であるとき、心線ＣのＰＶＣ絶縁体の色は、 (イ) である。

(５点)

① 黒 ② 茶 ③ 白

(３) ＩＳＤＮ(基本インタフェース)回線における電気通信事業者側からのメタリック平衡対ケー

ブルの電気的特性についての試験には、絶縁抵抗試験、 (ウ) 試験及び外来電圧試験があ

り、いずれの試験もＡ線－アース間、Ｂ線－アース間及びＡ線－Ｂ線間における測定項目があ

る。 (５点)

① 符号誤り ② 静電容量 ③ ループバック２

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに用いられるＤＳＵ内蔵ＴＡのＤＳＵ機能のみを利

用して別のＴＡを接続する場合は、ＤＳＵ内蔵ＴＡの (エ) 端子と接続しなければならな

い。 (５点)

① Ｓ／Ｔ ② ＵＳＢ ③ ＲＳ－２３２Ｃ

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・ポイント構成の場合、

配線ケーブルに接続されているジャックとＩＳＤＮ標準端末との間に使用できる延長接続コー

ドは、最長 (オ) メートルである。 (５点)

① ５ ② １５ ③ ２５

導体

ＰＶＣ絶縁体

ＰＶＣ外被

ＢＤ

Ｃ

Ａ
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信とは、有線、無線その他の機械的方法により、符号、音響又は影像を送り、

伝え、又は受けることをいう。

② 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

③ 電気通信事業者とは、電気通信事業を営むことについて、電気通信事業法の規定に

よる総務大臣の登録を受けた者及び同法の規定により総務大臣への届出をした者をいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢検閲の禁止｣及び｢秘密の保護｣について述べた次の二つの文章は、

(イ) 。 (５点)

Ａ 電気通信事業者の取扱中に係る通信は、犯罪捜査に必要であると総務大臣が認めた場合を

除き、検閲してはならない。

Ｂ 電気通信事業者の取扱中に係る通信の秘密は、侵してはならない。電気通信事業に従事す

る者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知り得た他人の秘密を守らなけ

ればならない。その職を退いた後においても、同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 総務大臣は、電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っていると認めると

きは、当該電気通信事業者に対し、利用者の利益又は (ウ) を確保するために必要な限度

において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。 (５点)

① 国民の利便 ② 公共の利益 ③ 社会の秩序

(４) 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備(その損壊又は故障等による

利用者の利益に及ぼす影響が軽微なものとして総務省令で定めるものを除く。)に接続すべき旨

の請求を受けたときは、その接続が総務省令で定める (エ) に適合しない場合その他総務

省令で定める場合を除き、その請求を拒むことができない。 (５点)

① 管理規程 ② 検査規格 ③ 技術基準

(５) 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を (オ) するときは、工事担任者資格者証の

交付を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又

は実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

(５点)

① 接 続 ② 開 通 ③ 設 置
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 工事担任者資格者証の交付を受けようとする者は、別に定める様式の申請書に次に掲げる

(ⅰ)～(ⅲ)の書類を添えて、 (ア) に提出しなければならない。

(ⅰ) 氏名及び生年月日を証明する書類

(ⅱ) 写真１枚

(ⅲ) 養成課程の修了証明書(養成課程の修了に伴い資格者証の交付を受けようとする者の場合

に限る。) (５点)

① 指定試験機関 ② 総務大臣 ③ 都道府県知事

(２) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則に規定する、端末機器の技術基準適合認定番号

について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (５点)

① 固定電話端末に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｇである。

② インターネットプロトコル移動電話端末に表示される技術基準適合認定番号の最初

の文字は、Ｈである。

③ 専用通信回線設備等端末に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｑで

ある。

(３) 有線電気通信法の｢技術基準｣において、有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技

術基準により確保されるべき事項の一つとして、有線電気通信設備は、人体に危害を及ぼし、

又は (ウ) ようにすることが規定されている。 (５点)

① 通信の秘密を侵さない ② 利用者の利益を阻害しない

③ 物件に損傷を与えない

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ)

である。 (５点)

① 絶縁電線とは、絶縁物又は保護物で被覆されている電線をいう。

② 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆され

ている場合は、これらの物を含む。)をいう。

③ ケーブルとは、絶縁物のみで被覆されている光ファイバ以外の電線をいう。

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、 (オ) とは、電気通信回線に接続し

ている電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行うもの

に限る。)につき当該特定電子計算機の動作を管理する者をいう。 (５点)

① アクセス管理者 ② ネットワーク管理責任者 ③ セキュリティ管理者
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容及び同規則に基づく告示に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (５点)

① 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として

音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

② デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、多重伝送方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役

務の用に供するものをいう。

③ アナログ電話端末等とは、固定電話端末等であって、端末設備又は自営電気通信設

備に接続する点においてアナログ信号を入出力する電話用設備に接続される点におい

てプラグジャック方式の接続形式で接続されるものをいう。

(２) 端末設備等規則の｢責任の分界｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との技術的インタフェースを明確にす

るため、事業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容

易に切り離せるものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振状

態をいう。)を発生することを防止するために (ウ) する条件を満たすものでなければな

らない。 (５点)

① 工事担任者が接続 ② 総務大臣が別に告示 ③ 電気通信事業者が別に規定

(４) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。

(５点)

① 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が２５０ボルト以下の場合にあっては、２メガオーム以上の

絶縁抵抗を有しなければならない。

② 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が２５０ボルトを超える場合にあっては、２,５００ボルトの

電圧を連続して１分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を有しなければならない。

③ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１０オーム以下となるように
きょう

接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

(５) ｢配線設備等｣において、配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００

ボルト以上の一の電圧で測定した値で (オ) メガオーム以上であることと規定されている。

(５点)

① １ ② ２ ③ ３
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容及び同規則に基づく告示に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) アナログ電話端末等は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合に

あっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合、選択信号送出終了後 (ア) 以内

に直流回路を開くものでなければならない。 (５点)

① １分 ② ２分 ③ ３分

(２) アナログ電話端末等の選択信号における押しボタンダイヤル信号の高群周波数は、 (イ)

までの範囲内における特定の四つの周波数で規定されている。 (５点)

① １,２００ヘルツから１,７００ヘルツ

② １,３００ヘルツから２,０００ヘルツ

③ １,５００ヘルツから２,５００ヘルツ

(３) 総合デジタル通信端末等は、 (ウ) に対して直流の電圧を加えるものであってはならな

い。 (５点)

① 他の端末設備 ② 配線設備 ③ 電気通信回線

(４) 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び (エ) 条件のいず

れかの条件に適合するものでなければならない。 (５点)

① 磁気的 ② 光学的 ③ 機械的

(５) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末等の直流回路の電気的条件について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (５点)

① 直流回路の直流抵抗値は、１メガオーム以上であること。

② 直流回路と大地の間の絶縁抵抗(複数の電気通信回線と接続され、かつ、回線切り替え

機能を有するアナログ電話端末等であって衝突防止回路を有するものにおいては、衝

突防止回路を取り外した状態における直流回路と大地の間の絶縁抵抗をいう。)は、

直流２００ボルト以上の一の電圧で測定した値で１メガオーム以上であること。

③ 呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、３マイクロファラド以下であり、

インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの交流に対して１キロオーム以上である

こと。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

    
   (11) 法規科目の試験問題において、設問文中の“同規則に基づく告示”とは、令和６年総務省告示第３５７号   
      (端末設備等規則の規定によることが著しく不合理な固定電話端末等及びその条件を定める件）をいいます。 
 


